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回

大

特

選

楽

譜

（第
百
二
十
七
編
、

九
月
五
日
壼
行
）

○
同
肇
二
部
聖
一謬
無
窮
○
獨
唱
夕
風

回

中

特

選

薬

譜

　

´
第
四
編
第
五
編
九
月
上
旬
資
行
）

〇
三
都
合
唱
故
郷
な
樫
ふ
○
幼
年
唱
歌
風
船
玉
Ｃ
二
部
合
唱

秋
に
さ
や
か
に
〇
二
部
合
唱
夕

さ
れ
ば

回

小

特

選

業

譜

（
第
四
十
八
綸
第
四
十
九
編
九
月
五
日
曇
行
）

○
り
ふ
ぺ
（苺
五
六
）
○
水
餞
砲
（
尋

一
二
男
）
○
川
遊

び
（
暮

三
四
）
○
が
く
れ
ん
ぼ
（
早
二
三
女
）
○
船
（
率
五
六
）
○
ぎ
ス

ト
（尊

三
四
男
）

翻

鈴

蘭

楽

譜

（
第
二
十

一
編
第
二
十
二
編
九
月
五
日
螢
行
）

○
同
輩
四
郡
荒
城
の
月
〇
二
部
村
の
夕
Ｏ
齊
ば
論
夜
〇
二
部

さ
ら
め
く
星
〇
鶴
唱
白
鮮
○
童
諮
三
日
月

回

三

選

楽

語

　

´
第
十
四
編
第
十
五
編
九
月
五
日
責
行
∵

○
ほ
ι
（
事

二
二
）
０
木
の
業
（
二
部
合
唱
）
○
こ
に
あ
■
（
等

二
三
女
ン〇
秋
車
の
家
（
孝
四
五
女
）○
豊
年
（
二
部
輪
唱
）○

鈴
の
青
（
子
守
唄
）

回

童

議

遊

戯

（
第
十

一
編
第
十
二
編
九
月
五
日
壼
行
）

０
で
た
ノ
、
■
が
（
感

一
）
○
流
れ
足
（撃

二
三
）○
月
の
夜

（
導
二
三
女
）○

ロ
ス
モ
ス
（
孝

二
三
）

回

少

年

楽

譜

　

（
第

一
霜
悌
二
編
九
Л
五
Ｂ
壼
行

）

○
乃
未
精
軍
（
小
攣
高
學
年
男
）

○
廣
瀬
中
佐
（
小
撃
高
學
年
男
）

０

昭

和

葉

譜

　

（
第

一
編

第

二
編

九

ＪＩ

五

Ｒ

発

行

」

〇
二
部
合
唱
初
雁
〇
二
部
合
唱
秋
の
夜

●
雑
誌
成
業
（剃
情
鮮̈
射̈
境撫
た̈摘（虐
玲ｎ射
わ
）

第
十
七
繁
に
本
年
度
東
京
音
業
學
校
入
學
試
撃
問
題
全
集

第
十
八
協
―■
本
年
文
検
問
題
解
答
集

第
十
九
戒
慎
点
音
人
試
必
携
番
奨
ぐ
柴
全
乱
の
教
科
書
中

に
在
あ
業
騒
憾
語
の
一
覧
■
解
説
附
ヽ́

昭
和
二
年
九
月
二
日
印
刷
　
　
「
卜
腱
〓
」

昭
和
二
年
九
Ｊ
五
日
猛
行
　
　
″
ゴ
ー
，こ

前
約
午
権
會
員
に
限
り
年
月
頭
貰
費
分
配

国
体
加
入
特
別
扱

・
詳
細
會

則
照
含
ぁ
れ

絆

岡

市

東

驚

匠

町

■

二

濡

岡

市

大

學

通

り

二

丁

＝

卿
翌

楽

識

印

刷

研

究

所

右
代
表
者
　
た
　
橋
　
利
　
康

編
輯
兼

教
行
‘

内
】
ビ
ァ
ノ

， 綱
去

，
名
贔出
　
ロ
ボ
ー
ム
スー
ト
ナ
ー
ム
ヴ
ア
リ
エ
ー
ン
ヨ
ン
″人
？
寅
に
キ
レ

ス
で
よ
く
解
る
日
戦
剛
模
嘉
大
曲
（
ノ
ー
テ

ス
程
度
）即
度
遠
征
■
〈
〓
同
螢
の
光
り

，
ア
リ
エ

ー
シ
ヨ
ン

，
共
９
大
ウ
ケ
で
す
ロ
オー
が
代

ウ
ン
ク
ス
プ
ア
ーー
ェ
ー

，
■
ノ
（
丁
８
）Ｌ

テ
ー
タ
ー

ロ
ー
戦
闘
油
↑
吾

）
一
般

に
ン
ヵ
り
の
ョ
ィ
勇

ネ
し

，
曲
ロ

シ
ッ
プ
ア
ー
ウ

エ
ー
プ
ス
（
銀
波

の
出
ヽ
人
９
萬
人
向
大
名
曲
嘲

ベ
ー
ー
ー
プ
ェ
ン
ム
ウ

ン
ラ
ー

ト
ン
ナ
タ
（
月
光
の
出
）↑
五
五
）

一由
ウ

エ
ー

ベ
ル
作
ス
ト
ー
ム
（
嵐

の
曲

〓́
へ
し
こ
の
曲
の
生
命
た
る
左
右

ベ
レ
ダ
奏
法
及
各
節

作
曲
者
の
意
志
詳
細
解
説
附
が
誰

１１
こ
弾
■
安
く
ブ

レ
ン
グ
し
た
る
ウ

ェ
ベ
シ
作
嵐
の
ＩＨＩ
（
長

ｏ
）
ロ
ヤ
サ
ン
ク
而
も
責
に
キ

レ
イ
め
づ
ら
こ
さ
純
音
楽
的
曲
（
憶
ひ
出
）
（
■
こ
回
晩
鐘
〓
き

・

静
か
で
キ

ン
イ
高
含
で
而
じ
ヤ
サ

ン
イ

内０
］
オ

ー

ガ

ン
猫
一一
欠
　

●
得
が
た
さ
珍
本
、
文
験
受
験
演
奏
好
適
曲
、
ス
バ
ラ
ン
ク
綺
露
、
ヤ
ル

ヤ
ン
作
″

ン
ツ
テ
イ
ン
タ
ｒ
八
３
●

レ
ー
メ

，

´
名
曲
集
（
演
奏
會
用
）（
三
二
〇
）口
一ナ
ー
す

ン
獨

奏
名
曲
集
（二
二
の
）
こ
の
中
に
彼
の
有
名
な
る
フ
ア

ン
タ
ジ
イ
及
ヤ

，レ
マ
プ
行
進
曲
あ
り

回
ヤ

サ

ン
ク
し
て
キ

レ
イ
な
二

寸
し
た
獨
奏
用

ヽ
ル
ナ
ロ
ー

ン
ン
ル
プ
ア
ー
ツ

エ
ー
プ
ス
■
霊

）

成

　

　

　

楽

　

　

　

會

有
代
表
者
　
原

田

彦

四

耶

根

替

第

古

屋

一
〇
二
四
八
番

・ヽ
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成
楽

會

螢

行

月

列
九
大
楽

譜
揺
缶
（全
部
件
奏
附
）

二

大

特

選
楽

譜

勧
嚇順転囀
一が
継館
肺鳩動電
難札類
撫
中等新

２

中

特

選
葉

譜

」
・名駆
鞣
中幹
靭

場細鋪峨罐
権
驚
製
製
曲ヽ
若
く

３

小

特

選
楽

譜

摘腋話
競
鰍麓
〔亀
鑢
欝
酔
鮮
襲
本（月拾五畿
）

４

鈴

蘭

楽

譜

秒凝答軸襲

細灘

嬰
夢
極

一躊
殺
無驚
璧

５
一二　
選
楽
並旧　
一筵
晦憮鶴Ⅷａｍ雛鵡
麟雛徳恕
厠
黙
嘔
瞬
縫

６
ユ里
謡
遊
戯
　
聯
機奮踊鞣
機一澱
［帝轟
零雛
〔』枷醐
鰐
無韻

７

少

年

柴

譜
　
無憮
鶉
晦豚
斃
な
つ粒雄
輌
瑞
わ講
嘲熱報隷
鴨

８

昭

和

葉

譜

雛

鸞

疵
裔

一
　

　

一弔
・聯
赫
列

９

雑
　
誌

成

楽
　
麟臓鍾
麟鍍
・部猜職数婦
城
鎌
『
指導
各
員相
互の

口な
るべく各地各學校団般
おま
せめの
上御申込
みを願
ひます、国置特別待邊（會費別表
）委細御照會
を乞
ふ。
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す

レ

聖
　
蓋
両
　
無
　
窮

大

量

信

療

作

歌

千

代

も

い

ま

せ

我

が

君

よ

　

　

昇

る

旭

〓

仰

が

ま

し

八

千

代

い

ま

せ

我

が

君

よ

　

　

照

す

旭

ご

仰

が

ま

し

曇

り

な

く

照

す

光

り

　

浴

び

て

こ

そ

民

は

育

ち

國

は

榮

ゆ

る
。

暖

か

き

露

の

恵

　

　

　

”，
け

て

こ

そ

民

は

そ

だ

ち

回

は

さ

か

り
〓

ｏ

め

で

た

き

大

御

代

　
幸

顧

あ

る

た

み

ぐ

さ

永

久

に

永

久

に

い

ま

せ

大

君
。

我

が

君

は

千

代

に

八

千

代

　
萬

代

も
　

榮

え

ま

さ

ん

就

へ
大

ぎ

み
。

夕

　

　

風

武
　
田
　
宇
　
作
　
詩

こ

ゝ

ろ

も

ゆ

か

し

き

　

タ

ベ

の

杢

か

を

れ

る

風

の

　

青

も

軽

ぐ

そ

よ

ノ
ヽ

そ

よ

′
ヽ
，
　

　

野

路

を

吹

く

道

行

ぐ

人

の

　

影

も

見

え

す

や

は

ら

か

き

　

も

や

に

　

暮

れ

行

く

室
を

そ

ょ

′
、

そ

ょ

夕
、

　

　

夕

風

吹

く


